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の
精
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に
基
づ
き
、
今
度
は
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．
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大
震
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時
に
経
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犬
隣
国
の
被
災
者
を
支
援
す
る
験
し
た
｛
都
市
災
害
は
水
の

　
t
。
…
…
ぃ
席

姑
作

／

ｊ 啓
屋
　

｝
．
医
療
活
働
へ
公
孫
を
申
し
問
題
」
と
の
認
識
に
基
づ
い

　
　
　
　
　
菅
波
茂
　
　
出
て
く
れ
た
。
ま
た
、
２
月

２
月
2
2
日
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
か
ら
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
に
留

ラ
ン
ド
の
観
光
地
で
有
名
な

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
市
で

地
震
が
発
生
し
た
。
２
日
現

在
で
死
者
１
５
９
名
、
行
方

不
明
２
４
０
名
以
上
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本

部
か
ら
は
、
2
4
日
に
第
一
次

と
し
て
ビ
上
フ
バ
ー
グ
調
整

員
と
石
岡
未
和
看
護
師
を
被

災
地
に
派
遣
し
た
。
さ
ら
に

２
名
の
関
係
者
が
現
地
参
加

と
な
っ
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
0
9
年
1
0
月
に

発
生
し
た
サ
モ
ア
諸
島
地
震

津
波
被
害
に
対
す
る
緊
急
支

援
活
動
を
行
い
、
被
災
地
最

寄
の
基
幹
病
院
メ
ド
セ
ン
病

院
に
対
し
て
は
医
薬
品
の
寄

贈
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
。

そ
の
メ
ド
セ
ン
病
院
の
経
営

者
で
あ
る
プ
ニ
院
長
が
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
多
国
籍
医
師
団
の
モ

ッ
ト
ー
で
あ
る
「
相
互
扶
助
」

学
中
の
元
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ス
リ
ラ

ン
カ
医
療
和
平
事
業
派
遣
の

た
支
援
物
資
で
あ
る
。
石
井

知
事
の
制
定
さ
れ
た
県
国
際

貢
献
推
進
条
例
を
誇
り
に
思

い
た
い
。

武
田
未
央
保
健
師
が
授
業
を
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
派
遣
チ
ー
ー
ム
は

休
ん
で
活
動
に
参
加
し
て
く
　
二
手
に
分
か
れ
て
活
動
し
て

れ
た
。
第
二
次
派
遣
と
し
て
、
い
る
。
日
本
人
チ
ー
ム
は
2
6

2
7
日
に
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ａ
（
ア
ジ
ア
日
、
行
方
不
明
の
日
本
人
留

医
学
生
連
絡
協
議
会
一
・
私
学
生
ご
家
族
へ
の
説
明
会
に

が
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
救
復
活
同
席
し
、
以
降
宿
泊
先
も
回

勅
を
契
機
に
１
９
８
０
年
に
施
設
と
し
て
2
4
時
間
体
制
で

設
立
。
現
在
1
5
の
国
と
地
戒
心
の
ケ
ア
を
行
っ
て
い
る
。

の
医
学
生
が
所
属
。
Ａ
Ｍ
’
Ｄ
　
サ
モ
ア
か
ら
の
プ
ニ
外
科
医

Ａ
と
協
力
関
係
）
の
会
員
で
師
は
、
大
型
仮
設
医
療
施
設

あ
る
岡
山
大
学
医
学
部
３
年
を
設
置
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

生
の
村
上
拓
氏
を
派
遣
、
天
ア
派
遣
医
療
チ
ー
ム
に
入
り

理
教
国
際
た
す
け
あ
い
ネ
ッ
　
外
科
治
療
に
あ
た
っ
て
い
る

卜
の
足
立
喜
誠
氏
も
同
行
す
＝
写
真
後
列
右
か
ら
２
人

る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
　
　
　
目
。

　
第
一
次
派
遣
の
出
発
日
の
　
　
日
本
か
ら
の
ご
家
族
に
寄

朝
、
県
庁
に
て
石
井
正
弘
岬
り
添
う
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
看
護
師
は

事
か
ら
お
見
舞
い
の
手
紙
と
あ
る
父
親
か
ら
手
紙
を
託
さ

貯
水
用
タ
ン
ク
２
０
０
個
を
れ
た
。
「
Ｎ
Ｚ
の
皆
様
、
日

的
野
秀
利
ア
ム
ダ
国
際
福
祉
本
の
皆
様
へ
」
で
は
じ
ま
る

事
業
団
理
事
長
に
託
さ
れ
こ
の
手
紙
は
感
銘
深
い
も
の

ニニュ¬ジーランド地震被災者救援活動二

だ
っ
た
。
「
私
の
娘
づ

は
世
界
に
通
じ
る
医

療
従
事
者
を
目
指
し

て
語
学
研
旅
中
に
今
・

回
の
地
震
に
あ
い
ま
　
上
元

し
た
。
文
字
通
り
政
一
肌
心

府
・
国
民
が
一
体
と
几
ｆ
崖

な
り
救
出
活
動
に
あ
　
　
宍
』

た
っ
て
い
る
獣
身
的
　
詣
心
］

な
姿
を
み
て
、
は
る
　
　

』

か
９
０
０
０
♂
も
離
　
雍
皿
謡

れ
た
地
に
留
学
先
を
＜
。

Ｊ

選
ん
だ
娘
の
思
い
に
　
　
…
…
…
ｙ

納
得
し
ま
し
た
。
地
　
　
　
゛

震
発
生
直
後
か
ら
の
　
　
　
　
勺

日
本
政
府
の
対
応
、
ク
ラ
イ
ち
の
各
国
の
救
援
隊
の
方
々

　
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
領
事
館
の
総

　
力
を
あ
げ
て
の
真
心
を
持
っ

　
て
の
対
応
に
頭
が
下
が
り
ま

　
す
。
現
地
に
入
る
と
ボ
ラ
ン

’
テ
ィ
ア
の
方
々
が
親
身
に
な

　
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ

　
っ
て
い
ま
す
。
娘
は
ま
だ
見

　
つ
か
り
ま
せ
ん
が
、
多
く
の

　
人
々
に
支
え
ら
れ
て
い
る
娘

‐
‐
は
幸
せ
者
だ
と
感
じ
て
い
ま

　
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
高
い

　
技
術
と
崇
高
な
精
神
を
お
持

は
余
震
の
続
く
中
、
危
険
も

か
え
り
み
ず
救
助
に
立
ち
向

か
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
た
だ

た
だ
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
救
助
に
あ
た
る

方
々
が
２
次
災
害
を
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
を
心
よ
り
お
祈

り
い
た
し
ま
す
」
　
（
抜
粋
）

と
結
ば
れ
て
い
る
。

　
突
然
の
不
条
理
の
中
で
、

悲
し
み
を
感
謝
で
覆
っ
た
こ

の
手
紙
は
、
多
く
の
人
々
を

感
動
さ
せ
心
を
揺

さ
ぶ
り
続
け
て
い

る
。
（
１
日
付
毎

日
新
聞
に
全
文
掲

載
）
　
３
月
2
2
日
に
同

国
首
都
ウ
ェ
リ
ン

ト
ン
市
で
日
本
と

平
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド

の
２
国
間
会
議
が

開
催
さ
れ
る
。
主

要
な
議
題
で
あ
る

災
害
対
応
に
関
し

て
、
私
も
太
平
洋

州
で
の
災
害
医
療

救
援
活
動
か
ら
の
教
訓
の
講

演
を
要
請
さ
れ
て
い
る
。
ク

ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
も
訪

れ
、
犠
牲
者
の
冥
福
と
被
災

者
の
回
復
を
祈
る
と
共
に
。

「
困
っ
た
時
は
お
互
い
さ
ま
」

助
け
合
い
、
支
え
あ
い
、
見

放
さ
な
い
「
相
互
扶
助
」
に

も
と
づ
く
人
道
支
援
に
よ
る

信
頼
関
係
の
確
立
こ
そ
世
界

平
和
へ
の
確
実
な
道
の
り
で

あ
る
こ
と
を
訴
え
た
い
。

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
フ
代
表
）
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